
１３．床コンクリート直均し仕上げ 
 
（１）一般事項 

コンクリート打設日の設定は、天候（雨・風）を十分検討して決める。 
特に、夏季の気温が高いときは硬化が早いので打設する面積に応じた人数を計画し、均しに余

裕を持てるようにする。また、冬季は凍結を防ぐため早めに打設が完了するように打設面積の

設定やポンプ車の手配を行う。 
 
（２）直均し 

スランプ 18cm以下の硬練りコンクリートを使用して、床均し専門の熟練工が行い、タンパ
一等でたたき込むか、バイブレーターで均し、さらに定規と木ゴテで平坦にして水引きぐ合

いを見て機械ゴテあるいは金ゴテで押さえて仕上る。特殊なコンクリート直仕上げとして、

耐磨耗性向上や美観の目的で着色セメント、骨材、顔料等からなる表面仕上材を使用するこ

ともある。この場合はコンクリートが生乾きのうちに均等に散布し、水引き具合を見計らい

金ゴテで押さえる。 
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（４）施工数量 

コンクリート打設数量   450m3 
スラブ面積       1,800㎡ 
ポンプ車 1台の場合 土間工3～4人 
当り出し→荒均し→定木擦り→機械ゴテ→仕上げ 

 
（５）施工精度 

直仕上げレベル施工の目標値は基準点より±5㎜以内が 85%以上 
3．5m＝2点間の高低差不陸差 4㎜以内 

 
（６）仕上げ程度の種別 

床コンクリート打ちのまま、金ゴテで仕上げる工事および敷物、貼物等の下地で特記された

もの並びに防水下に適用する。 
床コンクリートゴテ仕上げの種別、適用は特記によるが、特記がなければ A種とする。 
ただし、一般屋根防水層の下地は B種とする。 

 
コテ仕上げの種別 

種 別 
コテ仕上げの回数 

木ゴテ 金ゴテ 

Ａ 種 １回 ２回 

Ｂ 種 １回 １回 
 
（７）施工要領 
１）要点と注意事項 

作業項目 内  容 要   点 注 意 事 項 
ミーテイング 当日について打合

わせを行う 
作業配置の指示 
作業方法の確認 
安全作業の確認 

作業工具の確認 
保護具の確認 
 

コンクリート打設 打設の順序・速度
ド等をポンプ工と

打合わせる 

片押しで打つ（片側スラ

ンプの確認） 
コンクリート骨材、 
AE剤等の確認 

コンクリートのスランプは、 
バラつきの無いようにする。 
打設速度は、構造物により異

なるので各所の時点で打設

速度を打合わせる。 
レベル設置 レベル台の取り付

け 
SRC造、S造の場合は、鉄
骨柱に固定する（アーム） 
RCの場合他の場所にレ
ベルを設置するか糸を張

る等状況により決める 

作来場所が良く見える動か

ない場所を選択する。 

コンクリート 
荒均し 

土工が行う 同時にレベル測定作業共

を左官が行う 
コンクリートが山盛りにな

ると定木擦りが困難となる

ので山盛りにならないよう

に土工に注意してもらう。 



コンクリート 
天端測定 

レベルを見て行う 2m～2.2m間隔にコンク
リート天満を決める当た

りを半径20～30cmにコ
テで作る。 

バカ棒を持つ人は、垂直に立

てるように注意する。 

定水擦り 測定された天端に

そって行う 
円状のレベルに長さ2．
5m～3mの定木で帯状の
レベルに定木を垂直に渡

し帯状レベルをレ一ルと

し平らな面を作ってい

く。 

アルミ定木の曲がり点検。 
コンクリート面と定木の底

面に空間がないかチェツク

しながら行う。また、逆にコ

ンクリし－トを引張ってい

ないかチェックする。 

木ゴテ押さえ 定木擦りの跡が

残るのでムラ直

しをする。 

木ゴテで定木擦りのムラ

を取りながら丁寧に押さ

える。機械ゴテに円盤ま

たは、幅の広い羽根を取

り付け、木ゴテに代える

作業をする場合も有る。 

仕上げの精度に最も関係深

いコンクリートの硬化具合

を良く見計らって、平下駄を

はいて足跡等残らぬよう注

意する。 

機械ゴテ掛け 機械ゴテを掛け

る面積の少ない

時、または掛けな

い事もある。 

機械ゴテは、最後の金ゴ

テ仕上げが押さえ易くな

るよう 2～3回掛ける。 

床面鉄筋フロアダクト等、障

害物の出ている箇所をチェ

ックする。ガソリンエンジン

なので市街地では、深夜騒音

に対する対策が必要である。 
仕上げ 金ゴテを使用す

る 
コンクリー卜表面の硬化

具合を見計らって平滑に

押さえる。 
コテ目は、出来るだけ揃

える。 

コンクリートは、平均に硬化

しないので十分に気配りす

る。作業員には個入差が有る

ので職長は気をつける。 

養生 仕上げた床を保

護する。 
立ち入り禁止 
床上に物を置かない。 

冬期は非常に硬化が遅く仕

上げが翌日になる事が多い

ので 1～2日は、完全に立入
禁止とする。 

片付け 使用工具の後始

末 
コンクリートが

余った場合の処

理 

アルミ定木、鍬、コテ等

は、水洗いする。 
コンクリートの余った場

合は指示を受けた方法で

確実に処理する。 

残業になり夜暗いので足元

には十分注意する。 

その他 雨天の処理 ①作業を中止する。 
②作業途中から降られた

時は、レベル天端の高さ

さは、そのまま均しコン

クリートが完全に硬化し

てから薄塗り工法で補修 
する。 
 

 

 



 
２）施工 
ａ．コンクリート打設前に水糸、ピアノ線、レベル又は回転式レーザ水準器、レーザ受光樺の

準備、整備をする。 
 

 
 

図－レベルによるコンクリート天端のチェック 
 

ｂ．鉄筋や配管などの突起物は事前に処理する。 
ｃ．気温、天候、風などの影響を受けやすいので、あらかじめ養生の準備をする。 
ｄ．直ならし作業が夜間に及ぶ場合は、照明はできるかぎり多く設置し、施工精度を高める。 
ｅ．コンクリートは、一定方向から順序よく打ち、1スパンごとに打ち上げ、スラブ面の打継
ぎが最小になるようにする。 

ｆ．スラブコンクリート打設と同時にならし、くわで粗ならしをし、コンクリート面のタッビ

ングを行い（表面の骨材を沈め、モルタル分を浮き上げさせる）、レベルから定木ずり、木

ごてで荒ならしをする（図－2、図－3）。 
 

  

図－2 粗均し 図－3 こてならし 
 

 
ｇ．コンクリートの水引き具合を見て、ピアノ線、レベル又は回転式レーザ水準器、レーザ受

光棒などにより要所のレベル測定を行い、ならす。 
ｈ．コンクリート硬化が始まり、足袋又は長靴に補足具をつけ、コンクリートの上に乗っても

沈まない程度の硬さのときに機械ごて（トロウェール）を 2～3回往復させ、小むらをな
くす。 

ｉ．硬化状態を見て、金ごてで押さえ、セメントペースト層を作り出す。（このとき、平たん



な床面に足跡を残さないように合板などを足元に敷くか、足に補足具を付けて作業する） 
ｊ．セメントペーストを出した後に、締まり具合を見て金ごてで押さえ仕上げをする。 

 

 
図－機械ごてによる均し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 


